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本書のユニークな点は、文学、とりわけ小説
の発展を独自の論理で推察したことである。

トリボン読書会第１弾

鈴木 将史先生 言語センター教授

平成２２年７月６日（火） １７：３０－１８：３０
附属図書館 アメニティコーナー
１５名（先着順）

推薦理由

「文学入門」と題する著作は、
これまで様々な文学者乃至文学
評論家が世に問うてきたが、それ
らの多くは、客観的に過ぎれば古
今の名著の列挙的な紹介、主観
的に過ぎれば文学に対する作者
の思い入れの吐露に走る嫌いが
ある中、本著はその構成・論旨共
に異彩を放つ存在である。

（トリボン 68ｐより）

読後の感想を
話し合って見ませんか

鈴木先生の
お薦め点を

もっと聞きたい方へ

ゆったりと気軽な
雰囲気で
飲み物片手に
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